
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

国土交通省における
地球観測の取組について

令和6年5月20日（月）
国 土 地 理 院
海 上 保 安 庁

水 管 理 ・ 国 土 保 全 局
土 木 研 究 所

資料２



国土交通省における地球観測の主な取組

海からの地球観測陸からの地球観測空からの地球観測

○ 国土交通省では、「我が国における地球観測の実施計画（R5.10.3）」などに基づき、
災害への備えと対応や総合的な水資源管理の実現に貢献すべく、

• 気象衛星「ひまわり」や「XRAIN」等による観測データの防災・減災研究への活用、
• 電子基準点測量や海底地殻変動観測などによる恒常的な地球観測
などに取り組んでいます。

○ 引き続き、これら地球観測に関する取組を推進し、様々な社会課題の解決を目指します。

静止気象衛星ひまわりによる
気象観測や集中豪雨等の予測

測量用航空機による
被災状況や地形変化の把握 測量船による海底地形調査GNSS測量による離島の基準点整備

XRAIN全景（能美サイト）
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

１．国土地理院における取組

国土地理院 企画部
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地球観測の実施計画における
国土地理院の登録事業

・VLBI測量
・南極地域観測

・電子基準点測量
・基本測地基準点測量

・地殻変動観測
・機動観測
・航空機による被害地域の撮影・観測
・衛星合成開口レーダー地盤変動測量（干渉SAR）
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日本の正確な位置を決めるための取組・国際観測
電子基準点測量

• 全国に設置した電子基準点においてGNSS連
続観測を行い、正確な位置を決定

• 収集したデータはオンライン公開し、各種測量や
位置情報サービス、地殻変動監視で活用

• 国際GNSS事業の解析センターに日本初の参
画、JAXAと連携してGNSS衛星の精密な軌道
情報(精密暦)を算出

日本列島の地殻変動（水平の動き）

▶
電
子
基
準
点

全国で航空機により重力を測定

基本測地基準点測量
• 国内の基準点等においてGNSS測量等を実施
• 成果は随時公開され、各種測量の基準として活用
• 令和5年度に航空重力測量を完了。令和6年3月に
新しい精密重力ジオイドの試行版を公開

GNSS測量により、
離島の基準点を整備三角点 水準点

石岡VLBI観測施設

VLBI測量
• 地球規模の位置の基準に則った我が国の位置
を決定するため、継続的にVLBI観測を実施

• 観測結果はITRFの整備・維持及び国内の測
地基準点の位置の決定に貢献

航空重力計

南極地域観測
• 年1回、継続的に南極地
域観測隊として現地派遣

• 観測データ及び地形情報
は、国内外の研究機関に
提供され、南極地域に関
する科学的・基礎的情報
の整備に国際的に貢献

▲ 基準点測量

▲ GNSS連続観測点 5



災害時の地殻変動観測
地殻変動観測

水準測量

• 地震防災対策の推進を指定している地域を中心
に、地殻変動監視のため水準測量等を実施

• 測量結果は地震予知連絡会等関係機関へ報告
され、地震防災や地盤沈下状況の監視に貢献

機動観測
REGMOS

• 顕著な地殻変動が予想される地域において、可
搬型GNSS連続観測装置(REGMOS)による連
続観測を実施。令和6年能登半島地震では、
地震時地殻変動を捕捉

• 観測データや解析結果は防災関係機関等に提
供され、地震・火山活動のメカニズム解明や推移
予測等に活用

衛星合成開口レーダー地盤変動測量
（干渉SAR）

• 「だいち2号」(ALOS-2)の観測データを用いた干渉SAR
技術により、地震・火山活動による地表変動、地盤沈下
等の面的な監視を実施

• 検出した地表・地盤変動は、地震調査委員会等の関係
機関等に情報提供し、審議や現象の評価で活用

• 令和6年6月に打上げ予定の先進レーダ衛星（ALOS-
4）に対応した解析方法の確立や解析システムの整備・
維持管理を実施

ALOS-2

©JAXA

SAR干渉解析結果（令和6年能登半島地震）
解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA

地理院地図 SAR干渉画像
（平成28年熊本地震）

解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA
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災害時の被災状況の把握 ～能登半島地震を例に

航空機による被災地域の撮影・観測

• 災害発生時に、測量用航空機「くにかぜⅢ」を用
いるなどして、空中写真の撮影や航空機SARによ
る観測等を実施

• 広域にわたる被災状況や地形の変化を機動的に
把握・観測

• 得られた空中写真等は政府及び関係地方公共
団体等に速やかに提供され、応急対策やその後
の復旧・復興対策に貢献

令和6年能登半島地震に対する国土地理院の災害対応
（航空機による機動観測関連は太字）

くにかぜⅢ 機動的に被災地の情報収集

航空機SAR観測

▼航空機SARによる観測例：平成26年御嶽山噴火の噴火口推定

斜め写真

令和6年1月1日
16：10 本震発生
16：18 REGARDによる地殻変動情報を関係省庁に配信
16：18 SGDASによる斜面災害及び液状化の発生推定箇所を

関係省庁に配信
直ちに、空中写真撮影計画の立案を開始し、
JAXAに対し「だいち2号」の衛星SAR観測要求を伝達

23：50 電子基準点による地殻変動図を国土地理院HPに公開
1月2日
8：10 空中写真撮影を開始
9：00 「だいち2号」観測データの干渉SAR解析完了(同日公開）
16：00 震源断層モデルを公開（地震調査委員会に提出）
1月3日
6：15 空中写真の公開を開始

1月4日
1：47 斜面崩壊箇所の判読データの公開を開始。
19：17 「だいち2号」観測データの解析による海岸線の変化公開

（SAR強度画像を用いたRGB合成画像を作成による）
以後、「非常態勢」を維持し災害対応を継続

▲背景：令和6年能登半島地震 空中写真（地理院地図）
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

２．海上保安庁における取組

海上保安庁
海洋情報部 沿岸調査課
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防災分野における地球観測の取組（海上保安庁）

①地震、地殻変動、地形変化、火山活動、気象、海象等の観測
• 海溝、南海トラフ等のプレート境界において、巨大地震発生のシグナルである地殻歪を観測するため、
海底基準局を整備し、26点で観測を実施する。

• 下里水路観測所において、人工衛星レーザー測距（SLR）観測を実施しており、離島を含めて日本
列島の位置を世界測地系に結合して求める海洋測地を推進する。

• 地震発生に至る地殻活動の解明及び地殻活動の予測シミュレーションとモニタリングのための観測として
地殻変動監視、験潮、海底地殻変動観測を実施する。また、南西諸島及び南方諸島の海域火山に
おいて定期巡回監視を実施する。

我が国における地球観測の実施計画

今後10年の我が国の地球観測の実施方針
３．災害への備えと対応への貢献
（１）災害発生の予測・予知への貢献

地震、地殻変動、地形変化、火山活動、気象、海象等の観測の着実な実施が、引き続き必要である。
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海底地殻変動観測 ～海底の動きを測る～

2-3 cm の精度で
海底局の位置を決定

海上局（測量船）
GNSSアンテナ

動揺センサー

音響トランスデューサー（送受波器）

GNSS測位

音響測距

海底局
（音響トランスポンダ）

海底基準点日本海溝と南海トラフ沿いに
海底基準点を展開・観測

海溝、南海トラフ等のプレート境界において、巨大地震発生のシグナルである地殻歪を観測するため、
GNSS測位と水中音響測距技術を組み合わせた「GNSS-A海底地殻変動観測」を実施し、
観測結果を地震調査委員会や南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会等に提出しています。
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観測成果① 2011年東北地方太平洋沖地震前後の海底地殻変動

地震に伴う動き

震央直上の「宮城沖1」は東南東向きに24m移動

0 50 100
km

10 m

釜石沖2

釜石沖1

宮城沖1宮城沖2

福島沖

銚子沖

牡鹿
5.3m

24m

23m

5m

15m

1.3m

2011/3/11(M9.0)

15m

※陸上の矢印は、国土地理院の電子基準点の動き

地震後の動き
（2011年3月末から2013年7月までの累積変位）

42cm

63cm

15cm

44cm

34cm
8cm

震央付近では陸上と異なる変位
宮城沖1、釜石沖1・・・西～西北西方向
宮城沖2・・・南南東向き

0 50 100
km

5cm/年

太平洋
プレート

約9cm/年

宮城沖1宮城沖2

福島沖

地震前の動き

宮城沖では、西北西向きに5～6㎝/年
福島沖では、西向きに2㎝/年

（ユーラシアプレート安定域固定）

陸上のGNSS観測点のみでは分からない、海域での地殻変動を捉えることに成功

2011/3/11
東北地方

太平洋沖地震
（M9.0）
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観測成果② 南海トラフのひずみ分布

プレート境界の
年間ひずみ速度

> 3cm/年
> 4cm/年
> 5cm/年

南海トラフ巨大地震の想定震源域

沖合に伸びた強ひずみ域

想定東海地震の震源域

南海地震(1946年)・東南海地震(1944年)の震源域

想定震源域南西側に
伸びた強ひずみ域 陸のデータだけでは，

海域の固着推定は困難…

陸+海のデータを用いることで、海域での固着状況推定が可能に。

巨大地震の想定震源域のほぼ全域でひずみを蓄積

1946年南海地震、想定東海地震の震源域を越えて強ひずみ域が分布

海域での南海トラフ巨大地震想定震源域内の
ひずみの分布が初めて判明

約 6 cm/年

（Yokota et al., 2016, Nature）

海のデータ
も加えると

フィリピン海
プレート
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海域火山観測
航行船舶の安全を確保するため、南西諸島及び南方諸島の海域火山において火山観測を実施し、
調査結果を火山噴火予知連絡会に報告するとともに、『海域火山データベース』として HPで公表しています。

測量船「昭洋」と特殊搭載艇「マンボウⅡ」

測量船等による調査

測量船等に搭載されたマルチビーム音響測深機等の機器を使用し、
海底火山及び火山島周辺海域の海底地形調査を実施

海徳海山の海底地形図

マルチビーム測深
イメージ図

航空機による調査

無操縦者航空機

航空機により火山活動の状況を目視観測、熱観測等で定期的に監視

火山ガスの
湧出

変色水の湧出

噴 火

マグマ水蒸気爆発
マグマの噴出

熱水・温泉水

目視観測 熱観測

面積を把握

西之島の熱観測画像
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観測対象火山と最近の観測成果

西之島 R5.10.4
硫黄島翁浜沖のマグマ水蒸気噴火

R5.11.23

桜島 R６.3.18

鳥島近海（孀婦海山）の海底地形
R6.1

伊豆鳥島西方の浮遊物 R5.10.20

伊豆鳥島

孀婦岩
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令和６年能登半島地震 海底活断層・海底地すべりの検出

猿山沖セグメントと呼ばれる活断層において
海底地形の隆起(約3m)を観測。珠洲沖
セグメントにおいても約3mの隆起を観測。

これら海底の隆起は今回の地震によって生じ
たと考えられます。

地震前(2010年)
右図

2024年1月1日M7.6

富山湾

下図

2024年1月1日M7.6

地震前(2003年)

地震後(2024年)

変位量

海上保安庁では、能登半島地震後、測量船による海底地形調査を実施。
地震前に取得された海底地形と比較することにより、海底活断層・海底地すべりを検出し、
観測結果を地震調査委員会に提出しました。

富山検潮所沖の海底谷(水深30-370m)の斜面が最大
40m程度崩壊。
地震発生の3分後に富山検潮所で津波が観測されており、富
山湾の斜面崩壊が津波と関係した可能性が指摘されています。赤色は海底が隆起したことを示す

■海底活断層 ■海底地すべり

地震後(2024年)

北陸地方整備局の調査結果
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

３．XRAINによる高精度・高分解能・高頻度の
レーダ雨量観測及びデータ提供について

水管理・国土保全局
河川計画課 河川情報企画室
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気候変動による水災害の頻発化・激甚化
○短時間降雨の発生回数の増加や台風の大型化など、既に温暖化の影響が顕在化しており、今後、さらに
気候変動により水災害の頻発化・激甚化が予測される。

○過去の降雨等に基づき定めた治水計画に基づく施設整備では地域に示している洪水の氾濫防止は達成
できない、かつ、現在の河川整備の進捗状況では気候変動のスピードに対応できず、相対的に安全度は
低下していくことが懸念される。

＊気象庁資料より作成

１時間降水量50mm以上の年間発生回数
（アメダス1,300地点あたり）

短時間強雨の発生回数が増加 海面平均水温の上昇

日本近海の海域平均海面水温は上昇傾向にあり、2019
年までの100年間で約0.9～1.5℃上昇している。

出典：気象庁ＨＰ（一部加筆）解説文は気象庁聞き取り

一般的には台風は海面水温が２６～２７℃以上の海域で発
生するといわれています。また海面水温が高いほど、台風
はより強くなります。

※台風の発生・発達は海面水温以外にも大気の状態も重要な要因であり、海面水温
が高いだけでは台風の発生・発達につながりません

1982年8月上旬 2020年8月上旬
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近年の自然災害の発生状況

近年、毎年のように全国各地で自然災害による甚大な被害が発生。

平成27年9月関東・東北豪雨

①鬼怒川の堤防決壊による浸水被害
（茨城県常総市）

③小本川の氾濫による浸水被害
（岩手県岩泉町）

平成28年8月台風10号 平成29年7月九州北部豪雨

④桂川における浸水被害
（福岡県朝倉市）

7月豪雨

⑤小田川における浸水被害
（岡山県倉敷市）

台風第21号

⑥神戸港六甲アイランドに
おける浸水被害
（兵庫県神戸市）

北海道胆振東部地震

⑦土砂災害の状況
（北海道厚真町）

8月前線に伴う大雨

⑧六角川周辺における浸水被害
（佐賀県大町町）

平成28年熊本地震

②土砂災害の状況
（熊本県南阿蘇村）

東日本台風

⑨千曲川における浸水被害
(長野県長野市)

令
和
元
年

平
成
30
年

平
成
27
～
29
年

令
和
２
年

7月豪雨

⑩球磨川における浸水被害
（熊本県人吉市）

④

③

⑧

①

⑦

⑤⑥

②

⑨

⑩⑪池町川における浸水被害
（福岡県久留米市）

8月豪雨

令
和
３
年

⑪

令
和
４
年

8月の大雨

⑫最上川における浸水被害
（山形県大江町）

⑫
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河川情報の役割

レーダ雨量計

水位計

堰・水門諸量

ダム諸量

カメラ映像

流速

水質

生物

利活用

樋門・樋管諸量

潮位

土砂

雨量計

地下水位

■河川計画の立案
・治水対策
・利水確保
・環境保全

■水文資料

■河川管理
・巡視・点検
・河川環境の維持
・河川の適正利用

■施設操作
・ダム、堰等の操作
・農業用水等の取水

■災害対応（防災情報）
・洪水予報
・水防警報
・PUSH型通知
・リスク情報
・渇水調整

河川の情報

地形・地質

主な用途
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河川情報

八
重
岳

○国土交通省では気象庁より多い約６５台のレーダーにて全国の雨量を監視。気象
庁へもリアルタイムに提供し予報業務等に活用。

○その他、全国約17,500の地上観測所で常時観測されている雨量、水位データ等を
リアルタイム（24時間・365日）に収集、加工・編集し、河川管理者、市町村、住民等
に提供。

水位観測所 ﾃﾚﾒｰﾀ雨量計CCTVｶﾒﾗ
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• レーダ雨量計とは、電波を発射し雨粒から反射して戻ってきた電
波の強さや、返ってくるまでの時間等から雨量分布を算定するも
のです。近年は、落下する雨粒が扁平する性質を利用して、高精
度に雨量を観測しています。

• 国土交通省では、５０年前からレーダ雨量計の研
究開発を行ってきており、現在では観測範囲の
広いＣバンド(５GHz帯)レーダを２６基と、弱～強
雨量観測が得意なＸバンド(９GHz帯）レーダを３
９基を整備し、全国の降雨状況をリアルタイムで
面的に把握することで、河川・道路管理業務に活
用しています。

• ゲリラ豪雨等にも対応して人口稠密域や災害リスク
域における防災対策をさらに強化するため、 2010
年からは、（マルチパラメータ）高性能レーダによる
高精度・高分解能のレーダ雨量配信（250ｍメッシュ
1分間隔）を開始。

• その後、配信可能エリアを
順次拡大しています。

近年は、落下する雨
粒が扁平する性質を利
用して、高精度に雨量
を観測しています。

川の防災情報
http://www.river.go.jp/ （PC版）

http://www.river.go.jp/s （スマホ版）
洪水災害時等における国民の迅速・的確な避
難行動等の対応が可能となるよう、わかりやす
い河川情報（雨量、水位、レーダ雨量等）の提供
を行っています。

防災情報提供センター
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/ （PC版）

http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html （携帯版）
国土交通省のもつ防災情報を広く国民に提供す
るため、水管理・国土保全局、道路局、国土地
理院及び気象庁の４部局により開設

レーダ雨量計
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レーダ雨量計について１

パルス状の電波を常時1秒間に数百～数千発射

パラボラアンテナ(空中線)直径はSバンド(富士山レーダー)は5m、Cバンドは4-5m、Xバンドは2m程度

概要種類
長距離の観測が可能で、降雨減衰の影響が少ないため、広大な土地を有する
アメリカなどで使用されている。感度は低く、空間分解能は低い。
日本も富士山レーダーで使用された(1999年まで)

Sバンド
(波長約10cm)

感度が高く、空間分解能はやや高い。中~長距離の観測が可能。降雨減衰
の影響はやや受ける。ヨーロッパや日本などで使用されている。
国交省水局所有レーダの観測範囲：定量※1 120km程度、定性※2 300km程度

Ｃバンド
(波長約5cm)

感度が非常に高く、空間分解能も高い。短~中距離の観測が可能。
降雨減衰の影響は大きい。主に研究用に使用される。
日本では二重偏波機能を利用することで降雨観測の実運用を実施している。
国交省水局所有レーダの観測範囲：定量※1 60km程度、定性※2 80km程度

Xバンド
(波長約3cm)

◆レーダ雨量計の観測原理

◆降水観測レーダの種類

レドーム

内部にアンテナ

360°
回転

仰角 X°

パラボラ
アンテナ 送信

パルス状の電波

雨雲

雨
受信

散乱

後方散乱された
電波
（電力値・位相値）

※1 出水期において、融解層よりも低い高度の雨量を観測できる範囲
※2 雨域の分布や移動状況がわかる範囲 22



Cバンドレーダ（オンライン補正合成）とXRAIN
C単偏波レーダ

・・・ ・・・

補正

レーダ雨量計
降雨強度

地上雨量
1

約10,000

2

・
・
・

Cバンドレーダ(オンライン補正合成)

XRAIN
・・・

・・・

MPレーダ(CMP,XMP)を用いた全国
合成＝XRAIN（CX合成雨量）
※XRAIN(eXtended RAdar Information Network):

MPレーダ雨量計ネットワーク

地上雨量計約1万地点を使ったリアル
タイム補正処理をしたCバンド全国合成
＝Cバンドオンライン補正合成雨量

CMPレーダ XMPレーダ

・・・

5分毎1kmメッシュ
(5-10分配信遅れ)

1分毎250mメッシュ
(1-2分配信遅れ)

川の防災情報HP
表示画面

川の防災情報HP
表示画面

補正不要
→ほぼリアルタイムでの

迅速な配信を実現

降雨強度合成データ
・・・ ・・・
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MPレーダにより得られるデータの種類

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13

※単偏波（非MP）レーダでは、1,2,12のみ
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気象・水害・土砂災害情報マルチモニタ（「川の防災情報」での一元表示）

これまで、情報発信者がそれぞれ提供していた情報を一目で確認できるよう、ポータルサイトにおいて、「気象情
報」、「水害・土砂災害情報」等を一元的に集約して提供。

「川の防災情報」、「川の水位情報」
で公開されている水位計、カメラ数

(2024年2月末時点）

合計
都道府県
管理

国管理水位計

6,9704,8922,078通常水位計

8,0165,2442,722危機管理型
水位計

14,98610,1354,880合計

合計
都道府県
管理

国管理カメラ

4,9276664,261CCTV
カメラ

5,7153,6632,052簡易型
カメラ

10,6424,3296,313合計

①情報の一元化・単純化による分かりやすさの追求、アクセス・信頼性の確保

25



水害・土砂災害時に行動を促す防災情報の流れ

国土交通省や気象庁などが発表する防災情報の多くは、市町村、報道機関などを通じて一般に周知。
近年、緊急速報メールやツイッターなどにより、PUSH型で住民に直接情報を提供する取組も実施。
スマートフォンの普及などにより、住民がインターネットから直接情報を得る機会が増加。

送り手 受け手

雨量

水位

ダム諸量

土壌雨量
指数

映像

予測値

など

住民

気象警報・注意報
気象情報

指定河川洪水予報
土砂災害警戒情報

高潮警報

緊急速報メール
アラートメール

記者発表・Lアラート

会見・解説

ツイッター、YouTube等

ウェブサイト

防災行政無線
広報車
緊急速報メール
会見、記者発表
ウェブサイト

テレビ、ラジオ
ケーブルテレビ
ウェブサイト
防災アプリ

受け手が理解しやすい防災情報

報道機関
など

災
害
か
ら
命
を
守
る
的
確
な
行
動
と
判
断

市町村

市町村・報道機関等と連携した情報提供

ホットライン

メディア
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DIASへの提供

データ統合・解析システムDIAS（Data Integration and Analysis System）は、地球規模／各地域の観測で得ら
れたデータを収集、永続的な蓄積、統合、解析するとともに、社会経済情報などとの融合を行い、地球規模の環

境問題や大規模自然災害等の脅威に対する危機管理に有益な情報へ変換し、国内外に提供することにより、我

が国の総合的な安全保障や国民の安全・安心の実現に資することを目的として、2006年度にスタート
国土交通省から、各種テレメータ情報、Cバンドレーダ、XRAINデータを提供

※ 実施機関とメンバー構成：海洋研究開発機構、北見工業大学、早稲田大学、国立情報学術研究所、東京大学、京都大学、大阪成蹊大学、九州大学
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2024年5月20日 地球観測部会（第５回）
～国交省における防災・減災分野における地球観測に関する取組～

国立研究開発法人 土木研究所
水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM)

における取組紹介

1. 衛星データを活用したICHARMの研究

2. 実施方針「３．災害への備えと対応への貢献」に関する取組
ブラジルの例

3. 実施方針「５．総合的な水資源管理の実現への貢献」に関する取組
スリランカの例

フィリピンの例

西アフリカの例

4. 国際洪水イニシアティブ（IFI）を通じた国際貢献

28



１．衛星データを活用したICHARMの研究

統合的な水資源・災害管理システムの構築

バイアス補正
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※ DIAS（Data Integration and Analysis System（データ統合・解析シ
ステム）)は、文部科学省の支援を受け、東京大学地球環境データコ
モンズ（旧 地球観測データ統融合連携研究機構(EDITORIA)）が開
発・運用している、地球規模の気象データ等様々なビッグデータを速
やかに収集・処理できるシステム

高性能・大容量なコンピューターシステムを有するDIAS（ディアス）※を活用することで、降
雨等の気象や水に関するビッグデータを高速・高精度で解析することが出来るようになり、
短期間（3日程度先）の豪雨・洪水の予測や、長期間（100年先）の気候変動による影響
評価を実施

日本国内だけでなく、地上観測体制が充実していない途上国でも、

衛星データを活用することで、洪水予測が可能に

DIAS

地上や衛星から入手できる様々なデータを活用することで、精度の高い洪水・渇水の予測が可能となった

水理・水文・地理データを統合し、データをフル活用できるサイバー環境の創出による、高速・シームレスな解析の実施

そのためには、1分～10分毎に計測が行われる地上水位・雨量計、地上レーダー、衛星観測等からの膨大なデータを扱える環境
が必要

（例） 国土交通省の地上雨量水位観測システム（テレメータシステム）：全国約２５００か所から10分毎のデータ送信
XRAIN（高性能気象レーダによるリアルタイム雨量観測システム）：全国39か所のレーダから250mメッシュのデータを1分毎に送信
衛星観測データ：10分毎の観測（ひまわり8号）

１．衛星データを活用したICHARMの研究 －DIASとの連携－
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植生動態－陸面結合データ同化システム(CLVDAS)を用いたグリーンウォーターの定量評価に基づく農業渇水評価

国際応用水文学の第一人者であるマリン・ファルケ
ンマーク教授は、不飽和層における根茎層土壌水分
量とその根からの吸収と光合成から成る植生の動的
成長プロセスをグリーンウォーターと定義し、これ
が農業的渇水評価において最も重要な水源であるこ
とを強く主張した。

植生動態－陸面結合
データ同化システム(CLVDAS)

グリーンウォーターは、目に見えない
水であるために、これまで定量的に評
価することができなかった。

２．実施方針「３．災害への備えと対応への貢献」に関する取組
ブラジルの例：世界銀行プロジェクト「農業的干ばつのリアルタイムモニタリング・季節予測システムの開発」

DIAS上で各種データ（GLDAS気象フォーシング全球データ・
GCOM-W/AMSR2衛星マイクロ波輝度温度全球データ・
Geophysical Fluid Dynamics Laboratory Climate Model version
2.5（GFDL）季節予測降水量全球データ）をリアルタイムで収
集・統合し、それらデータを陸面における水循環と植生成長を計
算するモデルに入力及びデータ同化するシステムである
植生動態－陸面結合データ同化システム(CLVDAS)を開発し
グリーンウォーターを定量的に評価。

ブラジル・セアラ州
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北東ブラジルにおけるグリーンウォーターの定量評価に
よる農業支援情報 -収穫のモニタリング-

平年並みの収量を得るための必要灌漑水量の推定

これまで困難であったグリーンウォーターの定量評価により、穀物収量のモニタリング・
季節予測や平年並みの収量を得るために必要な灌漑水量の推定手法を確立。

収量の季節予測

北東ブラジルにおけるグリーンウォーターモニタリン
グ・季節予測システムの開発

北東ブラジルにおいてグリーンウォーターモニタリン
グ・季節予測システムを開発した。

２．実施方針「３．災害への備えと対応への貢献」に関する取組
ブラジルの例：世界銀行プロジェクト「農業的干ばつのリアルタイムモニタリング・季節予測システムの開発」

さらに、セアラ州穀物データベースを用いるこ
とにより、セアラ州における干ばつシステムの
LAI出力を用いたセアラ州の穀物収穫高・必要
灌漑水量推定手法を考案
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スリランカ
政府

地上観測雨量 人工衛星雨量（GSMaP）

補正

Web上での情報表示
地上雨量・衛星雨量・予測雨量・雲画
像・浸水範囲マップ・氾濫解析結果

ALOS © JAXA (2016)

DIASシステム上
におけるRRIモデ
ルでの氾濫解析

河川流量・河川水
位・氾濫発生域の
推定・予測

氾濫解析結果

RRIモデル概念図

72時間先ま
での予測雨
量

4時間遅れ
のデータ
(NRT)

リアルタイ
ムデータ
(NOW)

ひまわり8号
による雲画
像

人工衛星
(ALOS-2)情報
を活用した浸
水範囲マップ

DIASを活用したスリランカの洪水予測・管理システム

2017年5月にスリランカ南西部で大規模な豪雨災害が発生

現地では洪水予測のシステムが整備されていないため、DIASに自動的に収録される衛星降雨データ（GSMaP）、地上雨
量計データ等の気象データを活用し、DIAS内部で降雨の予測計算や流出（洪水流量）計算等を行う洪水予測システム
を短期間で構築、その結果をスリランカの関係機関に配信するシステムを構築、現在でも提供中

3. 実施方針「５．総合的な水資源管理の実現への貢献」に関する取組

スリランカの例：リアルタイム洪水予測・管理システム

灌漑省(IR)、
災害管理セン
ター(DMC)、
国家建築研究
機関(NBRO)、
気象局(Met 
Office)等の関
係機関で共有
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■時間間隔：60分毎
■空間解像度：流域内6地点

地上観測データ
■時間間隔：60分毎
■空間解像度：0.1度メッシュ衛星観測データ

（GSMaP_NRT）

衛星観測で得られる雨量データに
は誤差(バイアス）が含まれるため、
地上観測降雨を用いて、リアルタ
イムに補正。
この結果、流域内における、正し
い降雨の分布が得られる。 リアルタイムに補正された

衛星雨量データ

スリランカ カル川流域における洪水予測・監視システム(FFEWS)

■入力データ：地上観測で
補正した、衛星観測降雨
■流出モデル：降雨流出氾
濫モデル(WEB-RRI)
■空間解像度：500mメッ
シュ
■計算時間間隔：60分毎

洪水のリアルタイムモニタリング
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3． 実施方針「５．総合的な水資源管理の実現への貢献」に関する取組

フィリピンの例： OSS－SRを活用したリアルタイム洪水管理・予測システム

【オンライン知の統合システム概要 (OSS-SR)】
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現地情報
（グラウンドトゥルース）

将来気候下の極端洪水の
浸水アニメ―ション

リアルタイム情報 (例：GSMaP)

3． 実施方針「５．総合的な水資源管理の実現への貢献」に関する取組

フィリピンの例： OSS－SRを活用したリアルタイム洪水管理・予測システム

将来気候

100年確率洪水 ハザードマップ ３D洪水ハザードマップ

フィリピン・ダバオ市 ハンズオントレーニングの成果物例

OSS-SRの出力を用いて
参加者自身がハザード
マップを作成し、現地の
感覚を基に議論。ストリートビューによる

浸水深と自宅の比較 36



Kawasaki, Koike, et al. Data Science Journal (2017) 

Koike, Tamakawa, et al. SCES(2015)

Drs. Ikoma and Yasukawa 
(UTOKYO/DIAS)

Drs. Koike, Rasmy, Tamakawa and Gusyev
(ICHARM)

3． 実施方針「５．総合的な水資源管理の実現への貢献」に関する取組

西アフリカの例： ユネスコ資金プロジェクト“Water Disaster Platform to 
Enhance Climate Resilience in Africa (WaDiRe-Africa)”における“Flood
Monitoring and Early Warning System in West-Africa”

UNESCO's global priorities are 
Africa and Gender Equality.

• ユネスコ政府間水文学計画（UNESCO-
IHP）、西アフリカ農業気象水文セン
ター（AGRHYMET）および東京大学地球
観 測 デ ー タ 統 融 合 連 携 研 究 機 構
（EDITORIA）と協働し、データ統合・解
析システム（DIAS）上にニジェール川、
ボルタ川流域を対象とした洪水早期警報
システム（Flood Early Warning System:
FEWS）を構築

• 降雨流出氾濫モデル（WEB-RRI）に入力
し得られる河川水位や洪水氾濫域を流域
スケールと洪水危険地点（ホットスポッ
ト）でリアルタイムに1時間ごとに自動
計算し更新。また、洪水危険地点での想
定最大浸水深の情報も提供。 洪水早期警報システム(FEWS)でのGSMaPによるリアルタイム降雨分布

（左）と洪水危険地点での想定最大浸水深(右)

Rasmy, Gusyev et al.  PIASH(2024) 
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• IFIは、ユネスコ・世界気象機関などの国際機関が世界の洪水管理推
進のために協力する枠組みで、ICHARMが事務局を務める。

• IFIでは、フィリピン・スリランカ等において、各国の政府機関および関

係機関が協働しながら、「水のレジリエンスと災害に関するプラット
フォーム」（以下、プラットフォーム）構築が進められており、ICHARM
はそれらの活動を支援。

• プラットフォーム活動では、ICHARMが提唱する「知の統合の実現」、

「ファシリテータの育成」、「End-to-End のアプローチ」の理念に基づ
く取組を実施。

• 令和5年度は新たにタイとベトナムでの取組を開始。

• フィリピンのダバオ市において、OSS-SRト

レーニング（令和5年6月30日）、および第4
回プラットフォーム全体会合（令和5年7月3
日）を開催。

• 会合の成果として、科学技術に基づく気候

変動適応のための政策提言、全国および

世界規模へのスケールアップなどに合意。

フィリピン （気象庁、公共事業道路省、科学技術省、環境・天然資源省、ダバオ・デル・スール州立大学など）

スリランカ （気象局、灌漑局、国家建築研究機関、災害管理センターなど）

• 4年ぶりとなる第5回プラットフォーム全体会合を令和6年3月15日に開催し、今後のスケ

ジュールや履行計画について合意。

• 併せてJICA現地事務所や日本大使館を訪問し、今後の活動について意見交換。

タイ （国立水資源

局、王立灌漑局、気
象局など）

プラットフォーム参加者集合写真（科
学技術省ダバオ局フェイスブックより）

3者協定署名式

• 第1回プラットフォームの全

体会合を令和6年3月25日

に開催し、今後の活動方針

について合意。

水災害に関わる多様な（気象、洪水対策、避難、
情報などの）関係機関が協働し、知の統合オンラ
インシステム（OSS-SR）を活用して
• データをアーカイブ
• モデル構築、解析
• 社会変化や気候変動のリスク評価
• ファシリテータの育成

• 評価結果をファシリテータを通じて政策決定者
や地域コミュニティにわかりやすく提供

その国にお
ける洪水対
策や気候変
動適応策の
立案につな
げる

プラットフォームとは

• これまでダバオ市で進めてきたOSS-SR開

発やファシリテータ育成などの取組をダ

バオ市に隣接するディゴス市で着手する

ために、ダバオ・デル・スール州立大学

学長や科学技術省ダバオ局の局長など

ハイレベルクラスとの意見交換を実施し、

令和6年1月24日にICHARMとの3者協定を締結。州におけるOSS-SRの展

開、ディゴス川における水災害予測や自然災害リスクマネジメントなどに

着手。

第5回プラットフォーム会合集合写真

第1回プラットフォーム会合集合写真

－「水と災害に関するプラットフォーム」構築支援－－「水と災害に関するプラットフォーム」構築支援－

インドネシア （公共事業・
住宅省（PUPR）、 気象気候・地球
物理庁（BMKG）、 国家防災庁
（BNBP)、環境林業省（KLHK）など）

• 4年半ぶりとなる第2回プラットフォーム全体会

合を令和6年4月22日に開催。これまでの取

組の進捗や今後の連携について議論。

4. 国際洪水イニシアティブ（IFI）を通じた国際貢献

オンラインでの全体会合
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ご清聴ありがとうございました

土木研究所本館と筑波山
（令和6年5月撮影）

39


